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平
成
三
十
年
九
月
十
八
日
（
火
）、
平

成
三
十
年
度
日
本
善
行
会
第
三
回
理
事
会

が
熱
海
市
か
ん
ぽ
の
宿
で
開
催
さ
れ
た
。

午
後
二
時
高
田
副
会
長
の
司
会
に
よ
り

開
会
。
出
席
者
理
事
十
七
名
、
監
事
二
名

合
計
十
九
名
が
出
席
し
、
本
会
定
款
の

定
め
に
よ
り
、
定
足
数
を
満
た
し
本
理

事
会
は
成
立
。
勝
野
会
長
の
挨
拶
の
後
、

議
長
と
し
て
、
議
事
に
入
る
。

　
　
　

第
一
号
議
案
の

《
役
員
（
理
事
・
監
事
）
並
び
に
全

国
支
部
長
へ
の
委
嘱
状
》
に
つ
い
て

勝
野
会
長
か
ら
の
説
明
が
あ
り
、
質

疑
の
後
、
全
員
異
議
な
く
承
認
さ
れ
、

各
役
員
、
支
部
長
兼
任
に
手
渡
さ
れ
た
。

第
二
号
議
案
の

《
全
国
支
部
長
会
》
に
つ
い
て

高
田
副
会
長
よ
り
、
出
席
支
部
長
、

支
部
会
員
の
報
告
、
支
部
長
へ
の
委
嘱

状
等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

第
三
号
議
案
の

《
意
見
交
換
》
に
つ
い
て

支
部
長
委
嘱
状
の
会
長
委
嘱
に
つ
い

て
、
盾
及
び
表
彰
状
の
大
き
さ
に
つ
い

て
、
調
査
委
員
の
新
規
委
嘱
に
つ
い
て
、

金
銀
章
の
推
薦
数
に
つ
い
て
、
支
部
ブ

ロ
ッ
ク
交
流
会
に
つ
い
て
、
叙
勲
、
褒

章
に
つ
い
て
な
ど
、
多
く
の
質
疑
応
答

や
意
見
交
換
が
活
発
に
行
わ
れ
た
。

平
成
三
十
年
度

第
三
回
理
事
会
の
開
催
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※
本
会
は
善
行
精
神
の
普
及
と
善
行
の
実
践
を
通
し
て
明
る
い
住
み
よ
い
社
会
環
境
づ
く
り
に
つ
と
め
て
お
り
ま
す
。
会
員
会
費
と
個
人･

企
業
・
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
賛
助
金
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
広
く
会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

平成３０年度 全国支部長会を熱海で開催

平
成
三
十
年
九
月
十
八
日

（
火
）、
熱
海
市
か
ん
ぽ
の
宿

で
、
本
会
理
事
・
監
事
及
び

支
部
長
四
十
一
名
と
支
部
会

員
八
名
が
出
席
し
、
全
国
支

部
長
会
が
開
催
さ
れ
た
。
勝

野
会
長
の
挨
拶
後
、
高
田
副

会
長
の
司
会
進
行
で
、
理
事
・

監
事
・
支
部
長
及
び
支
部
会

員
の
紹
介
が
あ
り
、
そ
の
後
、

議
事
に
入
っ
た
。
山
下
副
会

長
が
議
長
と
な
り
、
理
事
会

の
報
告
の
後
、
意
見
交
換
に

移
り
、
各
支
部
の
活
動
や
諸

問
題
等
に
つ
い
て
、
順
次
発

言
が
行
わ
れ
た
。
行
政
と
の

連
携
と
企
業
の
協
賛
、
調
査

委
員
の
委
嘱
と
推
薦
、
交
通

安
全
折
り
鶴
運
動
、
善
行

会
の
Ｐ
Ｒ
、
支
部
の
周
年
報

告
、
会
員
の
高
齢
化
と
減
少
、

会
員
増
強
の
努
力
な
ど
多
く

の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
貴
重
な

意
見
交
換
の
場
と
な
っ
た
。  

閉
会
休
憩
の
後
、
夕
食
、
懇

親
会
が
開
催
さ
れ
、
参
加
者

の
な
ご
や
か
な
交
流
が
行
わ

れ
た
。

会
長
あ
い
さ
つ

今
年
の
夏
は
猛
烈
な
暑
さ

が
続
き
ま
し
た
が
、
九
月
も

半
ば
と
な
り
、
ど
う
や
ら
し

の
ぎ
易
く
な
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
ま
だ
三
十

度
を
超
す
日
も
あ
る
よ
う

で
、
体
調
に
気
を
つ
け
て

過
ご
す
必
要
が
あ
り
そ
う
で

す
。一

方
、西
日
本
豪
雨
、台
風
、

北
海
道
の
地
震
と
様
々
な
自

然
災
害
が
続
き
ま
し
た
。
皆

さ
ん
の
中
に
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
災

害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
心
か

ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。
そ
れ
に
し
て
も
こ
の
よ

う
な
災
害
に
際
し
て
、
多
く

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が

す
ぐ
に
活
動
を
開
始
し
、
ま

た
被
災
者
の
方
々
も
困
難
を

乗
り
越
え
助
け
合
っ
て
復
興

に
取
り
組
む
と
い
う
姿
に
い

つ
も
感
慨
を
覚
え
る
と
こ
ろ

で
す
。
日
本
善
行
会
の
精
神
、

活
動
は
こ
の
よ
う
な
と
き
に

生
か
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

今
日
は
支
部
長
会
に
多
く

の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

例
年
と
異
な
り
、
温
泉
に
一

泊
し
て
ゆ
っ
く
り
と
支
部
長

の
皆
さ
ん
や
本
部
役
員
が
い

ろ
い
ろ
な
お
話
が
出
来
れ
ば

と
い
う
事
で
、
こ
こ
熱
海
で

開
催
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
。
各
支
部
の
皆
さ
ん
に

交
流
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

有
意
義
な
会
と
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

日
本
善
行
会
は
、
六
月

二
十
九
日
の
総
会
で
新
し
い

役
員
が
決
定
さ
れ
ま
し
た

が
、
新
し
い
体
制
で
日
本
善

行
会
の
運
営
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
皆
様

の
ご
支
援
と
ご
理
解
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
の
支
部
長
会
の
あ
と
は
、

来
月
に
皇
太
子
殿
下
の
ご
接

見
、
十
一
月
十
七
日
に
秋
季

善
行
表
彰
式
と
続
い
て
お
り

ま
す
。
各
支
部
の
皆
様
に
は
、

ま
た
い
ろ
い
ろ
と
お
世
話
に

な
り
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
日
は
、
皆
様
方
の
日
ご

ろ
の
様
々
な
ご
苦
労
や
貴
重

な
ご
経
験
を
お
聞
か
せ
い
た

だ
き
、
ま
た
本
部
へ
の
忌

憚
の
な
い
ご
意
見
や
ご
要
望

を
た
く
さ
ん
い
た
だ
け
る      

こ
と
を
期
待
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

祝
電
を寄せ

ら
れ
た
方

（
敬
称
略
）

東
京
都
北
区
長
本
会
理
事

　
　
　
　
　

花
川
與
惣
太


